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第 1章 青年期の友人関係における親密化過程研究の理論的背景 
 第 1 節 本章の目的 
 第 2 節 青年期の友人関係の特徴に関する先行研究 
 第 3 節 青年期の友人関係における親密化過程に関する先行研究 
 第 4 節 友人関係が大学適応感に及ぼす影響に関する先行研究 
 第 5 節 本章のまとめ 
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第 3章 研究 1 大学生の新旧友人関係に関する追跡的研究 
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 第 2 節 新友人と旧友人における友人関係の追跡的検討 
 第 3 節 友人関係期待における新旧友人の比較検討 
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 第 4 節 回想的調査面接による親密化過程の類型化の適用 
 第 5 節 研究 3の考察 
 第 6 節 本章のまとめ 
第 6章 研究 4 大学生の友人関係における親密化過程の様相が大学生活の適応感に 
及ぼす影響に関する検討  
 第 1 節 研究 4の目的 
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第 6章の目的と結果 







































































2011 年 2 月 1 日、学位授与申請者渡辺舞氏の最終試験を行った。 
試験において、提出論文「大学生の友人関係における親密化過程と大学生活の適応感に
関する研究―大学４年間における追跡的研究と回想的調査面接による検討―」に基づき、
審査委員が疑問点につき逐一説明を求めたのに対し、渡辺氏は論文にはあえて触れていな
い知見も踏まえて、いずれも適切な説明を行い、審査委員の疑問をほぼ解消した。 
